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（
2
6
）

『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
の
「
第
三
篇
「
唯
物
哲
学
与
社
会
現
象
」
部
分
の
び
『
家
族
、
私
有
財
産
お
よ
び
国
家
の
起
源
』

　
社
会
主
義
」
に
対
応
す
る
も
の
と
な
る
。
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
等
と
の
対
応
関
係
の
概
要
は
左
表
の
通
り
で
あ
る
（
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
　
　
　
の
該
当
ペ
ー
ジ
は
、
国
民
文
庫
版
の
も
の
で
あ
る
）
。

お
よ

〈
社
会
哲
学
概
論
〉

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』

唯
物
哲
学
与
社
会
現
象

「
総
論
」

第
一
　
哲
学

一
　
宇
宙
之
源
起

（
不
明
）

二
　
生
命
之
発
展

第
一
篇
哲
学
：
7
　
自
然
哲
学
　
生
物
界
、
一
三
、
6
三
、
一
〇
四
、
δ
七
ー
δ
九
頁
（
一
部
不
明
）

三
　
細
胞
－
生
命
之
歴
程

第
一
篇
哲
学
：
8
　
自
然
哲
学
　
生
物
界
（
結
び
）
、
＝
七
、
三
四
、
≡
五
－
三
六
頁

四
　
実
質
与
意
識

第
一
篇
　
哲
学
：
3
　
分
類
　
先
天
主
義
、
五
〇
、
四
八
頁
ブ
ハ
ー
リ
ン
『
史
的
唯
物
論
』
第
皿
章
　
弁
証
法
的
唯
物
論
、
五
九
－
六
〇
頁
第
一
篇
　
哲
学
：
3
　
分
類
　
先
天
主
義
、
五
四
、
五
二
頁

上
海
大
学
時
期
の
盟
秋
白
に
つ
い
て

（
中
）
ー
陳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



四
八

五
　
永
久
的
真
理
－
善
与
悪

第
一
篇
　
哲
学
：
9
　
道
徳
と
法
　
永
遠
の
真
理
、
西
ニ
ー
一
四
五
頁

六
　
平
等

第
一
篇
　
哲
学
：
1
0
　
道
徳
と
法
　
平
等
、
一
五
九
－
ニ
ハ
四
頁

七
　
自
由
と
必
然

（
不
明
）

八
　
互
変
律

第
一
篇
　
哲
学
：
1
2
　
弁
証
法
　
量
と
質
、
一
八
六
ー
天
七
頁

九
　
数
と
質
－
否
定
之
否
定

第
一
篇
哲
学
：
1
2
　
弁
証
法
　
量
と
質
、
一
九
八
頁
第
一
篇
　
哲
学
：
1
3
　
弁
証
法
否
定
の
否
定
、
三
〇
、
二
】
三
、
三
八
頁

第
二
　
経
済

一
　
社
会
的
物
質
－
経
済

第
二
篇
　
経
済
学
：
1
　
対
象
と
方
法
、
二
九
七
、
三
〇
三
、
一
三
二
頁

二
　
原
始
的
共
産
主
義
及
私
産
之
起
源

『
家
族
、
私
有
財
産
お
よ
び
国
家
の
起
源
』
、
＝
一
四
i
三
五
、
三
Q
⊥
一
＝
、
三
八
圭
三
四
頁

三
　
階
級
之
発
生
及
発
展

第
二
篇
　
経
済
学
：
4
　
暴
力
論
（
結
び
）
、
三
四
六
、
三
四
八
⊥
一
一
五
一
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
暴
力
論
、
三
二
〇
1
三
三
、
三
二
一
一
丁
三
二
五
頁

四
　
分
工

第
三
篇
　
社
会
主
義
：
3
　
生
産
、
五
＝
「
毛
九
、
五
三
頁

五
　
価
値
的
理
論

第
三
篇
　
社
会
主
義
：
4
　
分
配
、
五
四
〇
、
五
四
二
、
五
四
六
、
五
四
ゴ
丁
五
四
五
頁

六
　
簡
単
的
与
複
雑
的
労
働

第
二
篇
　
経
済
学
：
6
　
単
純
労
働
と
複
合
労
働
、
三
八
三
頁

七
　
資
本
及
余
剰
価
値

第
二
篇
　
経
済
学
：
7
　
資
本
と
剰
余
価
値
、
三
八
九
－
三
九
〇
頁

（
2
7
）
（
2
8
）
（
2
9
）
（
3
0
）

こ
の
点
で
、
丁
守
和
が
「
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
除
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
ほ
ぼ
正
当
で
あ
る
。
《
嬰
秋
白
文
集
》
政
治
理
論
編
第
二
巻
、
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
（
国
民
文
庫
版
、
同
様
の
表
現
と
発
想
は
、
《
赤
都
心
史
》
と
も
、
「
べ
き
」
と
「
で
あ
る
」

　
　
　
　
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
の
思
想
を
概
括
的
に
紹
介
」
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
の
は
、
　
　
　
　
　
前
掲
書
、
一
二
七
1
＝
一
八
頁
。
　
　
　
三
三
七
－
三
三
八
頁
。
傍
点
は
原
文
。
　
　
　
　
村
田
陽
一
訳
、
大
月
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
、
三
五
頁
。
ま
た
三
〇
一
頁
も
参
照
。
　
　
　
の
「
四
八
　
新
的
現
実
」
に
も
見
え
る
。
《
盟
秋
白
文
集
》
文
学
編
第
一
巻
、
を
対
比
さ
せ
る
文
章
は
、
荘
福
齢
に
よ
れ
ば
、
前
掲
の
ゴ
ー
レ
フ
（
切
幽
寓
゜
「
o
冒
Φ
切
、

　
　
　
　
　
「
緒
言
」
を
二
四
六
－
二
四
八
頁
。
も
っ
　
　
　
　
一
八
七
四
1
？
）



（
3
1
）
（
3
2
）

の
付
録
〈
科
学
之
対
象
－
社
会
〉
に
も
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
後
日
を
期
し
た
い
。
　
　
　
　
＝
九
二
四
年
二
月
」
の
作
品
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
《
社
会
科
学
講
義
》
の
刊
行
と
の
関
連
で
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
時
点
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
お
、
　
　
　
　
　
コ
九
二
四
年
二
月
」
説
を
採
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
石
川
晃
弘
訳
、
現
代
社
会
学
大
系
第
七
巻
、
青
木
書
店
、
一
九
七
四
年
）
。
　
　
　
　
　
荘
福
齢
主
編
、
前
掲
書
、
一
九
〇
頁
、
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。
一
方
。
　
　
　
　
　
『
史
的
唯
物
論
』
の
対
応
関
係
を
表
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
前
掲
書
、
二
〇
二
頁
。
盟
の
思
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
（
政
　
〈
現
代
社
会
学
〉
は
少
な
く
と
も
　
　
　
《
盟
秋
白
著
訳
系
年
目
録
》
　
　
　
　
『
史
的
唯
物
論
』
が
く
現
　
　
　
　
丁
守
和
の
記
述
は
こ
の

〈
現
代
社
会
学
〉

『
史
的
唯
物
論
』

第
一
章
　
社
会
学
之
対
象
及
其
与
其
他
科
学
的
関
係

第
一
節
　
社
会
学
之
対
象

な
し

第
二
節
　
社
会
学
存
在
之
根
拠

一
－
五

な
し

六
　
社
会
学
与
其
他
社
会
科
学

序
章
　
社
会
科
学
の
実
践
的
意
義
　
5
、
社
会
諸
科
学
と
社
会
学

第
二
章
社
会
科
学
之
原
因
論
与
目
的
論

1
　
社
会
科
学
に
お
け
る
原
因
と
目
的
（
因
果
論
と
目
的
論
）

第
三
章
　
有
定
論
与
無
定
論

H
　
決
定
論
と
非
決
定
論
（
必
然
性
と
自
由
意
志
）

第
四
章
社
会
現
象
之
互
弁
律

皿
　
弁
証
法
的
唯
物
論

第
五
章
　
社
会

W
　
社
会

上
海
大
学
時
期
の
盟
秋
白
に
つ
い
て
（
中
）

1
陳

四
九



（
3
3
）
（
3
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
例
え
ば
、
①
に
つ
い
て
は
、
《
盟
秋
白
文
集
》
政
治
理
論
編
第
二
巻
、
四
＝
二
、
四
一
四
頁
、
②
に
つ
い
て
は
四
一
二
、
四
＝
二
頁
に
見
え
る
。
同
前
書
、
四
＝
二
頁
。
ブ
ハ
ー
リ
ン
の
記
述
は
、
前
掲
訳
書
、
一
六
頁
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
コ
ー
エ
ン
著
、
塩
川
清
明
訳
『
ブ
ハ
ー
リ
ン
と
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
－
政
治
的
伝
記
、
一
八
八
八
－
一
九
三
八
年
』
（
未
来





第
一
節
「
自
然
現
象
及
社
会
現
象
之
規
律
性
」

『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
論
』
の
四
（
国
民
文
庫
版
、
五
九
－
六
二
頁
）

第
二
節
「
自
由
与
必
然
」

『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
第
一
篇
（
「
道
徳
と
法
」
）
の
一
一
（
「
自
由
と
必
然
性
」
）
の
一
部
（
国
民
文
庫
版
、
一
七
五
－
一
七
六
頁
）

第
三
節
「
歴
史
的
必
然
与
有
意
識
的
行
動
」

第
一
段
落

『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
第
三
篇
（
社
会
主
義
）
の
二
（
理
論
的
概
説
）
（
国
民
文
庫
版
、
五
〇
六
頁
）

第
二
段
落
以
降

『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
根
本
問
題
』
（
『
世
界
大
思
想
全
集
』
版
、
三
六
六
－
三
六
七
頁
、
三
⊥
ハ
九
頁
）




